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今後，既存のぶどう園で導入するに
は，設置労力や電源の確保など，課題
がまだ残るものの，夏期の猛暑を克服
できる着色促進の新技術として生産者
への本格導入を目指している。

なお，本研究の一部は「革新的技術

開発・緊急展開事業」（うち地域戦略
プロジェクト）：「果物の東アジア，東
南アジア輸出を促進するための輸出国
ニーズに適合した生産技術開発及び輸
出ネットワークの共有による鮮度保
持・低コスト流通・輸出技術の実証研

究」により実施した。
また，本報告の一部は平成 27 年度

園芸学会秋季大会において発表した
（松田ら 研究発表・シンポジウム講演
要旨 338）

令和元年度産野菜の作付面積と主な産地　統計データから

表　令和元年産野菜（41品目）の作付面積と主な産地

農林水産省は令和元年度産の野菜（41 品目）について，作
付面積，10a 当たり収量，収穫量及び出荷量を公表している。
そのなかから，品目別の作付面積と作付上位（トップ 3）の都
道府県を表に示した。

令和元年度における野菜 41 品目の年間の作付面積は
457,900ha で，対前年産比 99％である。10 年前の平成 22 年
産の作付面積との比較では，92.4％に減少している。

年間の作付面積の大きい品目は，ばれいしょ 74,400ha，キャ
ベツ 34,600ha，だいこん 30,900ha，たまねぎ 25,900ha，
ス イ ー ト コ ー ン 23,000ha， ね ぎ 22,400ha， レ タ ス
21,200ha，ほうれんそう 19,900ha，にんじん 17,000ha，は
くさい 16,700ha と続いている。また，品目毎に，特徴ある産
地が形成されている。　　　　　　　　　　　　　　　（K. O）

品　目 作付上位（トップ３） 品　目 作付上位（トップ３）

根菜類（計） 156,200 葉茎菜類（計） 183,200

だいこん 30,900 北海道、青森、千葉 はくさい 16,700 茨城、長野、北海道

か　ぶ 4,210 千葉、埼玉、山形 こまつな 7,300 茨城、埼玉、群馬

にんじん 17,000 北海道、千葉、青森 キャベツ 34,600 愛知、群馬、千葉

ご ぼ う 7,540 青森、茨城、宮崎 ちんげんさい 2,140 茨城、静岡、群馬

れんこん 3,910 茨城、徳島、佐賀 ほうれんそう 19,900 埼玉、千葉、群馬

ばれいしょ 74,400 北海道、鹿児島、長崎 ふ　き 518 群馬、愛知、秋田

さといも 11,100 千葉、宮崎、埼玉 み つ ば 891 茨城、千葉、愛知

やまのいも 7,130 青森、北海道、千葉 しゅんぎく 1,830 大阪、千葉、福岡

果菜類（計） 95,600 み ず な 2,480 茨城、福岡、京都

きゅうり 10,300 福島、宮崎、埼玉 セルリー 552 長野、静岡、福岡

かぼちゃ 15,300 北海道、鹿児島、長野 アスパラガス 5,010 北海道、長野、秋田

な　す 8,650 新潟、群馬、茨城 カリフラワー 1,230 熊本、茨城、埼玉

ト マ ト 11,600 熊本、茨城、北海道 ブロッコリー 16,000 北海道、香川、埼玉

ピーマン 3,200 茨城、宮崎、岩手 レ タ ス 21,200 長野、茨城、群馬

スイートコーン 23,000 北海道、千葉、茨城 ね　ぎ 22,400 埼玉、千葉、茨城

さやいんげん 5,190 北海道、福島、千葉 に　ら 2,000 栃木、高知、茨城

さやえんどう 2,870 鹿児島、福島、愛知 たまねぎ 25,900 北海道、佐賀、兵庫

グリーンピース 731 和歌山、鹿児島、北海道 にんにく 2,510 青森、北海道、香川

そらまめ 1,790 千葉、鹿児島、愛媛 果実的野菜（計） 21,200

えだまめ 13,000 新潟、山形、秋田 い ち ご 5,110 栃木、福岡、熊本

香辛野菜 メ ロ ン 6,410 茨城、北海道、熊本

しょうが 1,740 高知、千葉、熊本 す い か 9,640 熊本、千葉、山形

　表　令和元年産野菜（41品目）の作付面積と主な産地

作付面積（ha） 作付面積（ha）
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はじめに

甘果オウトウは，収穫期の降雨によ
り果実が裂果するため，産地は内陸性
気候の地域に限られる。また比較的冷
涼な地域ほど花芽形成や結実が安定し
やすいなどの理由から東北，北海道，
甲信地方で栽培が普及している。山梨
県は，栽培面積が全国第 3 位（農林水
産省 2010）の産地であるが，温暖化
に伴って開花期が次第に高温となって
おり，その影響で結実は不安定になっ
ている（齋藤ら 2008）。これは開花
期に高温遭遇すると内生ジベレリンの
活性が高まり，胚珠の退化が早まって
結実不良になるためと考えられる（別
府 2000）。今後，温暖化が進行すると，
経済栽培できる南限に位置する地域で
は，その影響がより深刻な状況になる
と懸念される。このため，著者らは胚
珠の退化に影響する内生ジベレリンを
抑えるジベレリン生合成阻害剤の働き
に着目し，甘果オウトウの結実安定に
対する効果について検討した。

開花期の高温が甘果オウト
ウの胚珠退化に及ぼす影響

甘果オウトウでは高温による結実不
良の主因が胚珠の早期退化にあるが

（Beppu ら 2001），胚珠退化に影響す
る温度域については，これまで詳細に
検討されていなかった。そこで，まず
開花期の高温遭遇が胚珠退化に及ぼす
影響を ‘ 佐藤錦 ’，‘ 高砂 ’，‘ 紅秀峰 ’
および ‘ 甲斐オウ果 1’ の 4 品種で調
査した。 5 ～ 8 分咲きに達したとこ
ろで，人工気象室に搬入し，22℃，
25℃，28℃および 31℃の温度で，5
時間温度処理した。温度処理当日に開
花した花を処理直後から 5 日後まで 1
日間隔で経時的に採取し，採取した試
料から子房縦断切片を作成し，アニリ
ンブルーで染色後，蛍光顕微鏡で胚珠
の状態を観察すると，退化した胚珠は
蛍光を示し，明瞭に識別することがで
きた（図 -1）。

胚珠の正常花率は，処理温度が高い
ほど低下する傾向を示した。この傾向

はすべての品種に共通であったが，処
理温度に対する反応は品種により異
なった（図 -2）。

ジベレリン生合成阻害剤の
種類が甘果オウトウの結実，
新梢伸長に及ぼす影響

次に 5 年生のポット植え ‘ 佐藤錦 ’
（アオバザクラ台）を供試し，ジベレ
リン生合成阻害剤の種類ごとの効果を
検討した。パクロブトラゾール（以下，
PBZ），トリネキサパックエチル（以
下，TNE），プロヘキサジオンカルシ
ウム（以下，PCa）の 3 種類のジベレ
リン生合成阻害剤を，開花 2 週間前
に 200 ppm の濃度で全面散布した。
8 分咲きに達した時に人工気象室に搬
入し，28℃の高温に 5 時間遭遇させ，
開花期の高温遭遇を再現した。高温処
理後，開花期間中 3 回人工受粉を行っ
た。1 樹当たり結果枝 5 本（1 区当た
り 242 ～ 383 花）の結実率を生理落
果が終わった満開50日後に調査した。
また，新梢伸長停止後に，結果枝先端
の新梢の長さを 1 樹当たり 5 本測定

ジベレリン生合成阻害剤が甘果
オウトウの胚珠退化と結実率に
及ぼす影響

図 -1　蛍光顕微鏡で観察した胚珠退化の状態
	 	 	 白い線で囲まれた部分が退化した胚珠
	 	 	 健全な胚珠	(A)，部分的に退化した胚珠	(B)，完全に退化した胚珠	(C)

                                                          

                                                          

 
 
 
 
 
 

                                                              
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1  蛍光顕微鏡で観察した胚珠退化の状態 

白い線で囲まれた部分が退化した胚珠 
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した。
結実率は，PCa 区が 36.7％，TNE

区が 34.1％，PBZ 区が 40.7％，無処
理は 25.4％であった。各ジベレリン
生合成阻害剤処理区の結実率は，無処
理区に比べて有意に高かったが，剤の
種類による差は認められなかった（図
-3）。

ジベレリン生合成阻害剤が新梢伸長
に及ぼす影響を図 -4 に示した。伸長
抑制効果が最も大きかったのは PBZ
区で，平均新梢長は 1.3 cm であった。
次いで TNE 区の 3.1 cm，PCa 区の
10.5 cm の順であった。ジベレリン
生合成阻害剤は 3 剤とも無処理区に
対して有意な新梢伸長抑制効果が認め
られた。ただし，新梢伸長の抑制に対

図 -2　開花期の高温が甘果オウトウの胚珠退化に及ぼす影響
	 	 	 高温処理は人工気象室で５時間温度処理を行った
	 	 	 図中の縦線は標準誤差を示す (n=3)
	 	 	 異なる文字間には	Tukey-Kramer	の多重検定により５％レベルで有意差あり

 高温処理後の日数 

図-2  開花期の高温が甘果オウトウの胚珠退化に及ぼす影響 

高温処理は人工気象室で５時間温度処理を行った 

図中の縦線は標準誤差を示す(ｎ=３) 

異なる文字間には Tukey-Kramer の多重検定により５％レベルで有意差あり 
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図 -3　ジベレリン生合成阻害剤の種類が結実に	
	 及ぼす影響	
	 縦棒は SE	(n=5) を示す
	 データは角変換後に統計処理を行い，異	
	 なる文字間には，	
	 Tukey-Kramer の多重検定により有意差	
	 があることを示す (p<0.05)

図 -4　新梢伸長に及ぼすジベレリン生合成	
	 阻害剤の影響
	 縦棒はを示すSE	(n=5)
	 異なる文字間には，Tukey-Kramer	
	 の多重検定により有意差があるこ	
	 とを示す (p<0.05)
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する影響は，ジベレリン生合成阻害剤
の種類によって異なり，PCa 区の抑
制効果は，TNE 区および PBZ 区より
も有意に弱かった。TNE 区と PBZ 区
には有意な差は認められなかった。

プロヘキサジオンカルシウム
（PCa）による胚珠退化の
抑制と結実向上

さらに，雨除けハウスに植栽され
た地植えの開心自然形整枝の 16 年生
‘ 佐藤錦 ’（アオバザクラ台）を供試
し，実際の生産現場を想定して効果を
確認した。処理区は開花 2 週間前に
PCa を 200 ppm の濃度で側枝全体に
散布した。開花期の高温を再現するた
め，5 分咲きに達した 4 月 9 日に雨
除けハウスを 5 時間密閉した。天窓
と側窓の自動開閉温度は 28℃に設定
し，ハウス内の温度を記録した。午前
9 時に雨除けハウスを密閉すると，ハ
ウス内温度は上昇し，12 時に最高気
温 30.4℃に達した。その後，14 時に
雨除けハウスを解放して成り行きの温
度とした。その結果，28℃以上の高
温に 4 時間遭遇した（図 -5）。高温処
理の前日に開花直前の花を採取すると
ともに，その後は高温処理当日に開花
した花を処理直後から処理後 7 日後
まで経時的に採取し，FAA 液で固定
し保存した。試料から子房縦断切片を
作成し，アニリンブルーで染色後，蛍

光顕微鏡で，胚珠退化の進行状態を観
察した。

5 分咲きから満開にかけて， ‘ ナポ
レオン ’ の花粉を 3 回受粉した。生理
落果終了後に結実を調査し，短果枝お
よび花束状短果枝の総花数に対する結
実数の割合で結実率を示した。

高温処理前の胚珠正常率は PCa 区
が 93.2%，無処理区が 91.7% で，と
もに 90% 以上であった。高温処理し
た後，処理当日に PCa 区の正常率は
86.2% でやや低下したのに対して，
無処理区は 56.7% まで大幅に低下し
た。3 日後は PCa 区が 69.0%，無処
理区が 43.1% であった。さらに 7 日
後 は PCa 区 が 59.4%， 無 処 理 区 は
28.3% であった。高温処理当日から
7 日後まで，PCa 処理区の正常率は無

処理区の正常率に対して有意な差が認
められた（図 -6）。結実率は PCa 処
理区が 27.8%，無処理区が 18.7% で，
PCa 処理によって結実率は有意に向
上した（図 -7）。

おわりに

胚珠は高温に対して非常に脆弱で
ある。これは高温遭遇すると内生ジベ
レリン様物質の濃度が高くなり，そ
の影響で胚珠退化が進むためである

（Beppu ら 2001）。またジベレリン生
合成阻害剤である PBZ の処理によっ
て胚珠の退化が抑制され，逆にジベレ
リンを処理すれば促進されることも併
せて報告されている。甘果オウトウの
胚珠に対するジベレリンの影響につい
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図-5 高温処理後のハウス内の温度変化  

 
 
 
 

図 -5　高温処理後のハウス内の温度変化
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ては Stösser・Anvari（1982）も生長
調節物質のうち特に GA3 が胚珠の老
化を促進させることを確認している。

著者らは，開花期の高温に対する結
実確保の対策として，胚珠退化に影響
する内生ジベレリンを抑えるジベレリ
ン生合成阻害剤の働きに着目し，その
有効性を検討した。今回の試験に供試
した 3 種のジベレリン生合成阻害剤
全てで結実率が無処理区より 6.7 ～
10.3% 向上し，結実向上の効果が認
められた。一方，新梢伸長に対する影
響は，ジベレリン生合成阻害剤の種類
によって異なり，抑制程度は PBZ ＞
TNE ＞ PCa の順に強かった。甘果オ
ウトウの栽培においては過度に新梢伸
長を抑制すると樹勢低下に繋がるの
で，新梢伸長の抑制効果が最も低い

PCa に植物調節剤として利用できる
可能性が示唆された。

雨除けハウスに栽培された 16 年生
樹に対する開花期の高温遭遇を再現し
た試験では，開花期間中に高温遭遇し
ても，開花する 2 週間前に PCa を処
理すれば健全な胚珠がより長く維持す
ることが示された。また結実率も無処
理区に比べて向上することが明らかに
なった。 

以上の結果から， PCa 処理は開花期
に高温遭遇するリスクが高い経済栽培
の南限地域において安定的な結実を得
るために有効な方法であると考えられ
る。植物調節剤としての利用が期待さ
れるが，実用化には効果的な処理方法
についてより詳細な調査が必要である。
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イネ科メリケンカルカヤ属の多年草。関東以西の畑地，畦，
樹園地，空き地などのやや乾燥した陽当たりの良いところに
群生する。造成法面などにもよく生育する。背丈は 50cm ～
1m，稈は多数がかたまって基部から直立する。花期は 10 月
～ 11 月。多くの苞葉の脇から長い白毛を持った花序が側生し
よく目立ち，すぐにメリケンカルカヤだとわかる。この時期に
はほかに見間違うものがない。

「メリケン」と聞いてすぐに思い起こすのは「メリケン粉」，
である。我々世代や我々の親の世代，そしてなぜだか関西と
沖縄では小麦粉のことを「メリケン粉」と呼んでいたことが
あった。なぜ「メリケン粉」と呼ぶのか。明治時代の初め，ア
メリカから持ち込まれた小麦粉は，日本での石臼で挽いてい
た小麦粉と違って白くて上質であったという。それを当時の

「American」が訛って「メリケン（粉）」になったのだとされ
るが，なぜ関西と沖縄なのかは定かではない。

ではメリケンカルカヤはどうなのか。本種が日本で確認され
たのは 1940 年ころであったという。当時はアメリカなどを相
手にする第二次世界大戦の直前。「アメリカカルカヤ」という

にははばかられたから，かもしれない。
日本で草原のように群生するイネ科の草はススキかチガヤで

ある。またカリヤスなども草原を作りそうであるが，これから
はこのメリケンカルカヤも日本での草原の構成種になっていく
ようにも思う。ただ，日本での草原は丘陵地や山肌に沿うこと
が多く，どこまでも広がる平原というのにはお目にかかれそう
もない。一方，北アメリカに目を移すとこんな光景が広がる。

「1885 年アメリカ合衆国ミネソタ州。草原の中を 2 頭立て
の幌馬車が行く。御者台にいるのはチャールズとキャロライン，
そして幌の中にメアリーとローラとキャリー。彼らは川を渡っ
てたどり着いた先で小さな家を作って生活を始める。ローラは
家の先に広がる背丈ほどもある草原を駆けまわる。」「大草原
の小さな家」の題名で，NHK で 1975 年以降第 9 シーズンま
で放映されたテレビドラマである。原題を「Little House on 
the Prairie」というが，ローラが駆け回っていた Prairie には
このメリケンカルカヤがどこまでも続いていたのを想像するの
だが・・・。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一米利堅刈萱（メリケンカルカヤ）田畑の草
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